
決算書掲載頁　P195

内
訳

安全で快適な生活のための社会資本整備として、河川の治水・利水機能の強化及び洪水による災害の発生を防止し、
流水の正常な機能が維持され、水辺環境が保全されることにより公共の安全を確保する。

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応していく。
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B

河川の治水・利水機能の強化及び洪水による災害の発生防止に寄与している。

A

予定箇所の改修実施により治水機能の
強化が図れた。

A

A
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目

標

普通河川石見川外の護岸改修工事及び準用河川加賀田川の管理用通路の整備。
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普通河川の流水機能の保全を行う。
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1

直営 昭和47年度以前

普通河川１５河川周辺の住民。

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応していく。
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事業：河川改修事業                                

１．河川流域の保全及び治水 

準用河川及び普通河川の保全と維持管理機能の向上を図るため、河川の改修を行った。 

 

 

 

細事業：普通河川改修事業                            

１．普通河川整備の概要 

普通河川４河川で護岸工事及び河床の改修工事を行った。 

 

（１）工事請負費 

工 事 名 金額（円） 期 間 工 事 概 要 

普通河川石見川改修工事 1,029,000 

H24.6.29 

～ 

H24.8.16 

施工延長 Ｌ=４ｍ 

護岸ブロック積工 A＝１６㎡ 

普通河川河合寺川改修工事 1,827,000 

H24.11.01 

～ 

H25.01.29 

施工延長 Ｌ=１０ｍ 

護岸ブロック積工 A＝３３㎡ 

普通河川島の谷川外改修工事 2,352,000 

H24.10.04 

～ 

H25.02.12 

施工延長 L＝１６ｍ 

護岸ブロック積工 A＝２５㎡ 

根固め工 一式 

（注：外＝天見川） 

計 5,208,000   

, 


